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女子20名を対象として、 12才時、 2 年後の14才時(中学 3 年)、 5 年後の17才時(高校 3 年)、さら
にそのうちの男子22名、女子11名については 8 年後の20才時(大学 3 年)まで追跡撮影した頭部X線
規格側貌写真、計186枚である。
各フィルムから通法により作成した透写図上に、顎・顔面頭蓋を代表する 13計測点( S 、 N 、 Ans 、
A 、 U1 、 L1 、 B 、 Pog 、 Me 、 Ptm' ， 6 、 Go 、 Ar) と 3 基準平面 (S-N平面、 NF平面、 および
下顎下縁平面)を設定し、下記の計測を行なった。
1 )角度的計測:ど SNA、ど SNB、どANB 、どと SNP 、 ζSN-ABの 5 項目
2)ネ泉自~言十 j則 : N-Me 、 S-Me 、 Ar-Me 、 Ar-Go 、 Go-Me 、 Ptm'-A二 U l-NF 、 L 1 -Mp 、
overbite 、 over jet の 11項目
3)Height と depth の計~~IJ :トルコ鞍の中心 S を基準点とし、 S-N平面を X軸、 S を通るその垂線














1 ) 男子: 12~14才、 14~17才間ではskeletal profileが直線化することを示す角度的変化が認め
られたが、 17~20才間では有意の変化が認められなかった。 Heightの計測では、ほとんどすべての
項目において各年令聞で有意の増加を示した。他方depthでは 12~14才、 14~ 17才聞にはほとんどす
べての項目において有意の増加が認められたが、 17~20才問では、 6 、 Arの 2 計測点以外有意の変
化をボさなかった。
2) 女子: Skeletal profile は 12~20才の 8 年間には有意の変化を示さなかった。 Height 、 depth





4) 成長度: 20才時の顎・顔面頭蓋の大きさに達するのに残きれた成長量の割合は、 12才以後の各





成長量の個体差はとくに男子において著しく、たとえば12才以後 8 年間にみられた Ar-Me の増加
量の最大は2併問、最小は 6 附て\ 14酬の差がみられた。
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本研究は、 12オから 20才までの 8 年間にわたって追跡撮影された頭部X線規格側貌写真によって、
日本人顎・顔面頭蓋の成長を平均成長および個成長の 2 面から検討したものである。
顎・顔面頭蓋の形態と大きさの成長変化、その性差、成長度、さらに個体の縦断的観察によって、
成長の方向、量、時期に関する個体差などについて重要な知見を得たものであり、歯科矯正学の上で、
診断治療方針の決定および、予後判定などに大きく貢献しうる業績であると認める。
よ勺て、本研究者は 歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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